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中心市街地の衰退
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通り抜け空間
とは？

車道または商店街路

通り抜け空間

通り抜け空間とは、車道または
商店街路に囲まれた街区を貫く
「空間」であり、自動車の通ること
のできない空間





通り抜け空間Lはｌ１〜ｌ５の
パスによって構成されている



通り抜け空間の現況を把握するために通り抜け空間の空間特性を調査

調査項目は通りの全長、幅、平面形状、断面形状、屋根の有無

今回は各通り抜け空間の全長とパスについて概況を説明する。
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Stdev.  5.15

Ave.    4.04

Max    23
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ピアソンの相関分析による相関係数は、

0.94（両側検定により1％水準で有意）で

あり、全長が長くなるほど、パス数も増え
るという関係にあることがわかった。



隣接する建物用途



通り抜け空間に向かって出入り口を持つ建物及び間口の用途
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通り抜け空間に向かって出入り口を持つ建物及び間口の用途

料飲が最も多く、研究対象地域の

通り抜け空間は歓楽街の一部とし
て賑わっていることがわかる。



通り抜け空間に向かって出入り口を持つ建物及び間口の用途
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次に多いのが「住宅」であ
り、通り抜け空間によっ

ては住宅に特化した空間
も存在している。



通り抜け空間に向かって出入り口を持つ建物及び間口の用途
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通り抜け空間に向かって出入り口

のある建物及び間口の用途が０の
通り抜け空間はＨ，Ｊ，Ｎ，Ｒ，Ｔで
あった。
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通り抜け空間

店舗分布状況

店舗の出入り口数
通りの全出入り口数

×100・・・式1

この割合が高いほど通り抜け空間が商業街路として使われている
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通り抜け空間

店舗分布状況

何らかの店舗が分布しているのは約六割の通り抜け空間

商業として機能



通り抜け空間には様々な空間を構成する要素が分布している。

そのほとんどが通り沿いの住人や、店舗経営者によって置かれた「可動要素」である。

可動要素を通り抜け空間ごとに分布調査を行った。





可動要素のカウント数と割合

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W 小計

営業要素 0 2 0 0 1 5 2 0 0 0 0 6 17 0 0 6 7 0 0 0 0 0 0 46

設備要素 9 6 0 0 1 14 3 0 9 0 6 23 46 0 4 14 23 0 7 0 0 2 1 168

移動要素 0 7 0 2 2 8 10 0 3 0 7 5 18 0 3 0 13 0 1 0 0 0 6 85

荷物要素 8 2 0 0 0 1 5 0 5 0 69 1 21 0 1 6 22 0 1 0 0 0 3 145

秩序要素 0 7 1 0 0 13 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25

休憩要素 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

植栽要素 43 16 0 4 3 28 132 12 4 0 34 68 96 36 40 20 59 0 26 0 0 2 6 629
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可動要素のカウント数と割合
全体として植栽要素が最も多い629個で、要
素の分布しないＳ，Ｒ，Ｔ，Ｕの4通り抜け空

間とＣ，Ｋの計6通りを除く全ての通り抜け空
間で最も比率の高い要素である。

これは通り抜け空間の性質に関わらず、植栽要素が住民

や店舗経営者によって設置されている為であると考えら
れる。
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可動要素のカウント数と割合

次に多いのが設備の168個、荷
物要素の145個となっており、

通り抜け空間は建物内部の機
能の補助、荷物の保存の空間
としても機能していることがわ
かる。
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可動要素のカウント数と割合 J、R、T、Uの通り抜け空間は要素が０であっ

た。これらは駐車場や、塀に挟まれている通
り抜け空間で、住民や管理者が要素を置くこと
ができない空間となっていることがわかる。



通り抜け空間を交差点の数により分類した。

交差点無し型 交差点①型

交差点②型 交差点多数型





「交差点無し型」では

店舗分布状況が58％を示しているもの

の、営業要素の分布が0.08と低く、

店舗が存在しても店の前に何も置か
ない店舗あることがわかる。

可
動
要
素
（個
）

営業要素 0.08 1.00

設備要素 2.23 28.00

移動要素 0.67 8.00

荷物要素 1.17 14.00

秩序要素 0.08 1.00

休憩要素 0.25 3.00

植栽要素 10.83 180.00

店舗分布状況 58％

類型 交差点無し型



「交差点①型」は
店舗分布状況が0％を示し、

営業、秩序、休憩要素が

分布していなかった。

分布していない要素が見
られるのはこの類型だけ
であり、分布要素自体が
他に比べ尐ない。

可
動
要
素
（個
）

営業要素 − −

設備要素 0.50 1.00

移動要素 3.00 6.00

荷物要素 1.50 3.00

秩序要素 − −

休憩要素 − −

植栽要素 3.00 6.00

店舗分布状況 0％

類型 交差点①型



「交差点②型」では

店舗分布状況が73％を示し、

最も多い要素は植栽要素で

ある。次いで設備要素も多

いことから、建物内部の
機能の補完の傾向がある
ことがわかる。

可
動
要
素
（個
）

営業要素 3.50 14.00

設備要素 11.75 47.00

移動要素 3.75 15.00

荷物要素 2.50 10.00

秩序要素 1.75 7.00

休憩要素 0.25 1.00

植栽要素 36.00 144.00

店舗分布状況 73％

類型 交差点②型



「交差点多数型」では

全ての要素が他の類型よりも高い
値を示しており、特に荷物要素に

おいては他の類型に比べ10倍近く

差があり、荷物の保存の空間とし
て機能している通り抜け空間が多い
ことがわかる。

可
動
要
素
（個
）

営業要素 6.20 31.00

設備要素 18.40 92.00

移動要素 11.20 56.00

荷物要素 23.60 118.00

秩序要素 3.40 17.00

休憩要素 0.40 2.00

植栽要素 69.80 449.00

店舗分布状況 73％

類型 交差点多数型



研究対象地域には23の通り抜け空間が存在する。

パス数が多いほど全長が長くなる傾向にある。

何らかの店舗が分布している通り抜け空間は約6割程度

店舗分布が0の通り抜け空間は住宅への導線や駐車場等として使われている。

通り抜け空間の性質に関わらず、植栽要素が店舗経営者などによって設置され
ている。

「交差点無し型」「交差点①型」「交差点②型」「交差点多数型」の4つの類型に

することができ、可動要素との関係から、交差点が増えるほど通り抜け空間は
建物内部の機能の補助、荷物の保存の空間として機能していることがわかっ
た。

総括


